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1.  平成25年2月期第3四半期の連結業績（平成24年3月1日～平成24年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年2月期第3四半期 195,696 △6.4 906 △10.4 329 △25.7 546 ―
24年2月期第3四半期 209,123 △2.0 1,011 △0.3 444 △26.9 △12,258 ―

（注）包括利益 25年2月期第3四半期 673百万円 （―％） 24年2月期第3四半期 △11,935百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年2月期第3四半期 1.35 ―
24年2月期第3四半期 △42.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年2月期第3四半期 143,226 25,354 17.6
24年2月期 142,373 24,676 17.3
（参考） 自己資本   25年2月期第3四半期  25,265百万円 24年2月期  24,620百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
（注２）平成25年２月期の期末配当予想は未定としております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年2月期 ― 0.00 ―
25年2月期（予想） ― ―

3. 平成25年 2月期の連結業績予想（平成24年 3月 1日～平成25年 2月28日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 272,000 △6.7 3,500 9.9 2,500 8.9 2,400 ― 5.94



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提条件その他の関連する事項については、添付資料３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年2月期3Q 404,379,406 株 24年2月期 404,379,406 株
② 期末自己株式数 25年2月期3Q 605,869 株 24年2月期 601,936 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年2月期3Q 403,774,809 株 24年2月期3Q 289,447,080 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成24年３月１日～平成24年11月30日）におけるわが国経済は、東日本大震災の

復興需要等を背景に緩やかな回復過程を辿りましたが、欧州政府の債務危機や中国経済の成長鈍化などによる世

界経済の減速もあり、景気は秋以降後退色を強めました。百貨店業界におきましては、東日本大震災の影響の反

動や東京・大阪で改装オープンした店舗の集客増などにより、全体として前年を上回る状況が続いております

が、当社の重要拠点である大阪地区では同業他社の新規出店や増床が出揃い、各店の競争はいよいよ厳しさを増

しております。 

このような状況の下、当社グループは、平成23年９月に策定いたしました「新・中期経営計画」に基づき、阿

倍野店の増床プロジェクトに全力を傾注するとともに、各店の店舗類型に応じた営業施策に取り組みました。ま

た、事業の第二の柱として位置づける専門店ビル事業につきましては、平成23年５月に設置した商業開発本部の

管轄に名古屋店（近鉄パッセ）及び桃山店（ＭＯＭＯ）を加え、両店のテナントリーシング機能及び運営機能を

強化いたしました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

①百貨店業 

百貨店業におきましては、上本町店、四日市店等において新規ブランドを導入するための改装を実施したほ

か、Ｈｏｏｐの改装を行い、新たに人気のセレクトショップ２店を導入するとともにレストランフロアの刷新

を図り、阿倍野店、ａｎｄとの３館体制を強化いたしました。また、四日市店に隣接するスターアイランドに

おいては、昭和63年の開業以来の大規模改装を実施し、広域からの集客が見込める大型専門店を導入いたしま

した。 

しかしながら、平成24年２月末をもって枚方店を閉鎖し、桔梗が丘店の事業規模を大幅に縮小したことに加

えて、阿倍野店において、周辺施設の改修工事等に伴う入店利便の低下が影響したこともあり、売上高は

179,802百万円（前年同期比6.7％減）、営業利益は411百万円（同22.4％減）となりました。 

  

②卸・小売業 

卸・小売業におきましては、株式会社シュテルン近鉄は輸入新車の販売台数増加により増収となりました

が、株式会社ジャパンフーズクリエイトは鮮魚卸の競争激化の影響を受け減収となりました。さらに、株式会

社ビッグウィルが第１四半期連結会計期間から連結除外となったこともあり、売上高は6,996百万円（前年同期

比3.2％減）、営業利益は67百万円（同28.9％減）となりました。 

なお、株式会社ジャパン土地建物管理は、平成24年８月20日に清算結了したため、第２四半期連結会計期間

より連結除外としております。 

  

③その他事業 

その他事業におきましては、株式会社アランシアを第２四半期連結会計期間から連結除外としたことなどに

より、売上高は8,897百万円（前年同期比2.6％減）となりましたが、株式会社近創の大口工事受注に伴う粗利

益率改善や各社の経費削減により営業利益は228百万円（同15.6％増）となりました。 

  

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は195,696百万円（前年同期比6.4％減）、営業利益は906百万

円（同10.4％減）、経常利益は329百万円（同25.7％減）となりました。これに旧桔梗が丘店の資産売却などに伴

う固定資産売却益182百万円を特別利益に、投資有価証券評価損など300百万円を特別損失にそれぞれ計上し、法

人税等を加減した結果、四半期純利益は546百万円（前年同期は12,258百万円の四半期純損失）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より852百万円増加し143,226百万円となりまし

た。これは、売掛金が増加したほか、阿倍野店の増床工事に伴い建設仮勘定が増加したためであります。負債

は、希望退職者に対する特別退職金の支払いなどによる未払金の減少がありましたが、買掛金の増加や、阿倍野

店増床工事にかかる資金の調達による借入金の増加などにより、前連結会計年度末より174百万円増加し117,871

百万円となりました。純資産は、四半期純利益の計上などにより、前連結会計年度末より678百万円増加し25,354

百万円となり、この結果、自己資本比率は17.6％となりました。 

なお、平成24年５月24日開催の当社第118期定時株主総会において以下の議案が承認可決され、平成24年７月１

日にその効力が発生しています。 

  

①資本金を 百万円減少し、 百万円とすること 

②資本準備金を 百万円減少し、 百万円とするとともに、利益準備金 百万円の全額を減少すること 

③上記①及び②により増加したその他資本剰余金のうち 百万円及び繰越利益剰余金 百万円と固定資産圧

縮積立金 百万円の取り崩しにより、平成24年２月末現在の繰越利益剰余金の欠損 百万円を填補するこ

と 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

現時点において、通期の連結業績につきましては、平成24年10月９日に公表した予想数値に変更はございませ

ん。 

なお、定例的な会計処理として、商品券等につきましては、時効処理済分の回収見込額を商品券等引換損失引

当金繰入額として営業外費用に、未請求分の時効整理額を未請求債務整理益として営業外収益にそれぞれ計上を

見込んでおります。 

また、今後の見通しにつきましては引き続き検討を行い、業績予想に関し修正の必要が生じた場合には、速や

かに開示する予定であります。 

  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

  

（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しておりま

す。 

10,752 15,000

7,766 5,000 653

15,875 653

929 17,458

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,440 2,923

受取手形及び売掛金 10,396 12,861

商品及び製品 13,231 13,675

仕掛品 121 168

原材料及び貯蔵品 87 72

その他 6,173 6,755

貸倒引当金 △191 △33

流動資産合計 33,259 36,422

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 48,526 45,801

土地 32,045 31,527

その他（純額） 4,210 5,426

有形固定資産合計 84,781 82,755

無形固定資産 1,272 1,318

投資その他の資産   

投資有価証券 6,654 6,608

敷金及び保証金 11,200 10,342

前払年金費用 1,070 1,066

その他 5,093 5,630

貸倒引当金 △959 △918

投資その他の資産合計 23,059 22,729

固定資産合計 109,114 106,804

資産合計 142,373 143,226



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,021 24,158

短期借入金 23,317 27,661

未払法人税等 321 91

商品券 11,700 11,323

預り金 27,036 28,755

賞与引当金 145 180

商品券等引換損失引当金 3,968 3,844

建物等除却損失引当金 － 804

その他 10,720 7,416

流動負債合計 99,231 104,234

固定負債   

長期借入金 11,944 8,508

建物等除却損失引当金 1,181 377

退職給付引当金 331 325

関係会社整理損失引当金 36 100

資産除去債務 216 219

その他 4,755 4,105

固定負債合計 18,465 13,636

負債合計 117,697 117,871

純資産の部   

株主資本   

資本金 25,752 15,000

資本剰余金 14,220 9,097

利益剰余金 △14,877 1,549

自己株式 △80 △81

株主資本合計 25,014 25,565

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △393 △299

その他の包括利益累計額合計 △393 △299

少数株主持分 55 88

純資産合計 24,676 25,354

負債純資産合計 142,373 143,226



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年11月30日) 

売上高 209,123 195,696

売上原価 160,454 149,786

売上総利益 48,668 45,910

販売費及び一般管理費 47,656 45,004

営業利益 1,011 906

営業外収益   

受取利息 4 5

受取配当金 45 46

持分法による投資利益 125 29

未請求債務整理益 917 850

その他 594 330

営業外収益合計 1,688 1,262

営業外費用   

支払利息 622 346

商品券等引換損失引当金繰入額 907 868

その他 725 624

営業外費用合計 2,256 1,839

経常利益 444 329

特別利益   

固定資産売却益 － 182

特別利益合計 － 182

特別損失   

投資有価証券評価損 982 135

関係会社整理損失引当金繰入額 － 100

固定資産売却損 － 31

投資有価証券売却損 － 28

関係会社株式売却損 － 5

経営構造改革費用 10,446 －

建物等除却損失引当金繰入額 1,181 －

特別損失合計 12,609 300

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△12,165 211

法人税、住民税及び事業税 181 141

法人税等調整額 △129 △510

法人税等合計 52 △369

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△12,217 580

少数株主利益 40 33

四半期純利益又は四半期純損失（△） △12,258 546



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△12,217 580

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 285 93

繰延ヘッジ損益 △0 －

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 0

その他の包括利益合計 282 93

四半期包括利益 △11,935 673

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △11,976 640

少数株主に係る四半期包括利益 40 33



該当事項はありません。 

  

（セグメント情報） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年３月１日 至 平成23年11月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「百貨店業」セグメント、「卸・小売業」セグメント及び「その他事業」セグメントにおいて、減損損失

を経営構造改革費用として計上しております。 

なお、当該減損損失相当額の計上額は、「百貨店業」セグメントで 百万円、「卸・小売業」セグメン

トで 百万円、「その他事業」セグメントで 百万円であります。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  百貨店業 卸・小売業 その他事業 計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

売上高             

外部顧客への売上高  192,764  7,224  9,134  209,123  －  209,123

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 115  3,900  7,032  11,048  △11,048  －

計  192,880  11,125  16,167  220,172  △11,048  209,123

セグメント利益  529  94  197  822  188  1,011

8,821

1,176 11

  百貨店業 卸・小売業 その他事業 計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

売上高             

外部顧客への売上高  179,802  6,996  8,897  195,696  －  195,696

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 134  2,629  6,446  9,210  △9,210  －

計  179,937  9,626  15,343  204,907  △9,210  195,696

セグメント利益  411  67  228  707  198  906



当社は、平成24年５月24日開催の第118期定時株主総会の決議に基づき、平成24年７月１日付で資本金、資本準

備金および利益準備金の減少等を行いましたが、これによる株主資本合計金額の変動はありません。 

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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